
 
北
総
の
子
安
像
塔
の
系
譜
＝
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
そ
の
出
現
と
成
立
に
つ
い
て 
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は
じ
め
に 

北
総
、
特
に
印
旛
沼
周
辺
の
石
造
物
を
調
べ
て
い
て
、
庚
申
塔
と
並
ん
で

そ
の
数
の
多
さ
が
目
立
つ
の
は
、
「
子
安
像
塔
」
、
す
な
わ
ち
幼
児
を
抱

い
た
観
音
（
女
神
）
像
の
浮
彫
さ
れ
た
石
塔
群
で
あ
る
。
特
に
、
筆
者
の

住
む
八
千
代
市
と
そ
の
近
接
し
た
地
域
で
は
、
寺
院
や
神
社
の
境
内
、
か

つ
て
仏
堂
だ
っ
た
地
区
集
会
所
な
ど
に
、
子
安
像
塔
が
建
ち
並
ぶ
風
景
を

目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
多
く
は
近
世
末
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
石

塔
で
、
祠
の
中
に
大
切
に
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
雨
風
に
さ
ら

さ
れ
崩
壊
寸
前
の
姿
の
も
の
、
ま
た
今
も
続
く
子
安
講
が
建
て
た
真
新
し

い
塔
も
あ
る
。 

北
総
の
子
安
塔
に
つ
い
て
先
行
す
る
調
査
研
究
で
は
、
平
岩
毅
氏
が
当
会

「
会
報
」
24
号
*1

で
そ
の
概
要
に
触
れ
ら
れ
、
ま
た
榎
本
正
三
氏
の
印
西

市
を
中
心
に
し
た
女
人
信
仰
研
究
の
著
書
*2

や
論
文
*3

が
あ
る
が
、
当
時

は
『
千
葉
県
石
造
物
文
化
財
調
査
報
告
書
』
の
ほ
か
北
総
全
体
の
石
造
物

デ
ー
タ
が
不
十
分
で
、
子
安
像
の
初
出
と
そ
の
系
譜
を
把
握
す
る
に
至
っ

て
な
い
。 

筆
者
は
、
八
千
代
市
の
高
津
や
大
和
田
新
田
の
民
俗
、
特
に
女
人
信
仰
に

つ
い
て
調
べ
る
過
程
で
、
子
安
塔
に
刻
ま
れ
た
子
を
抱
く
像
の
淵
源
を
知

り
た
い
と
思
い
、
範
囲
を
八
千
代
市
周
辺
か
ら
北
総
全
体
に
広
げ
調
査
を

行
っ
て
き
た
。
幸
い
最
近
は
、
各
市
町
村
教
育
委
員
会
や
地
域
の
研
究
会

お
よ
び
当
会
の
石
造
物
悉
皆
調
査
の
報
告
が
あ
る
程
度
出
そ
ろ
っ
て
き
た

の
で
、
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
抽
出
し
た
八
百
件
以
上
の
子
安
像
塔
の
約
半
数

以
上
を
実
見
し
、
特
に
江
戸
中
期
ま
で
の
子
安
塔
に
つ
い
て
は
未
報
告
の

も
の
も
含
め
、
文
化
年
間
以
前
（
一
八
〇
三
年
以
前
）
の
約
九
十
基
の
像

容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

「
子
安
さ
ま
」
「
子
安
観
音
」
「
子
安
大
明
神
」
「
子
育
て
観
音
」
と
よ

び
名
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
母
性
を
明
ら
か
に
し
た
主
尊
が
子
を
抱
く

子
安
像
の
特
徴
あ
る
像
容
は
、
仏
教
に
よ
る
儀
軌
に
は
な
く
、
江
戸
時
代

の
地
域
の
女
人
信
仰
が
月
待
講
か
ら
子
安
講
へ
移
行
す
る
過
程
で
、
講
に

集
う
女
性
た
ち
の
発
意
と
、
依
頼
さ
れ
た
石
工
の
着
想
と
技
で
創
造
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。 

子
安
塔
が
濃
密
に
分
布
す
る
北
総
に
お
い
て
、
子
安
像
塔
の
像
容
成
立
に

か
か
わ
る
江
戸
時
代
中
期
（
18
世
紀
代
）
の
事
例
を
図
像
学
的
に
分
析
し
、

そ
の
創
造
と
成
立
、
発
展
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。 

な
お
、
「
子
安
像
塔
」
の
名
称
は
田
中
右
品
氏
の
「
近
世
下
野
の
子
安
像

塔
」
*4

の
「
観
音
と
子
ど
も
が
一
組
に
な
っ
た
像
」
の
定
義
に
準
じ
た
。 

 一
、
調
査
の
方
法 

一
般
的
に
石
造
物
調
査
で
は
、
子
安
信
仰
に
関
わ
る
石
造
物
を
「
子
安
塔
」

と
称
し
て
、
「
子
安
大
明
神
」
「
子
安
観
音
」
「
子
安
講
」
な
ど
「
子
安
」



の
文
字
銘
の
み
が
刻
ま
れ
た
石
祠
や
石
碑
と
、
子
抱
き
像
を
刻
ん
だ
石
塔

を
と
も
に
そ
の
分
類
に
入
れ
て
い
る
。
ま
た
後
者
の
子
安
像
の
像
容
の
あ

る
石
塔
に
は
、
「
十
九
夜
講
」
な
ど
月
待
ち
信
仰
の
文
字
銘
が
あ
る
も
の

が
あ
り
、
そ
の
場
合
「
子
安
塔
」
で
は
な
く
「
月
待
塔
」
の
分
類
に
入
れ

て
い
る
こ
と
も
多
い
。 

今
回
の
調
査
で
は
、
「
子
安
像
塔
」
す
な
わ
ち
、
主
尊
の
観
音
ま
た
は
女

神
像
が
子
供
と
一
体
と
な
っ
た
像
容
を
持
つ
石
造
物
を
対
象
と
し
、
そ
の

像
容
成
立
の
淵
源
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
た
め
子
安
信
仰
以

外
の
目
的
の
石
塔
で
も
子
安
像
の
像
容
の
あ
る
も
の
は
調
査
の
対
象
と
し
、

ま
た
子
安
信
仰
に
か
か
わ
る
石
祠
や
石
塔
で
も
文
字
銘
の
み
で
像
容
の
な

い
も
の
は
分
布
と
時
代
推
移
の
数
の
把
握
に
と
ど
め
た
。 

像
容
や
銘
文
の
把
握
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画
像
を
パ
ソ
コ

ン
処
理
し
て
行
っ
た
。
昨
今
の
石
塔
の
現
状
は
、
地
衣
類
に
覆
わ
れ
、
ま

た
江
戸
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
石
質
の
悪
い
石
塔
類
は
風
化
崩
落
が

進
み
、
銘
文
は
も
と
よ
り
、
肉
眼
で
は
そ
の
像
容
が
抱
き
子
な
の
か
未
敷

蓮
華
や
宝
珠
な
の
か
の
判
断
も
難
し
い
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
っ
て
、
報
告
用

の
資
料
に
不
適
な
写
真
も
多
い
。
そ
の
た
め
画
像
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
調

整
し
、
拡
大
し
た
プ
リ
ン
ト
を
元
に
手
書
き
で
ト
レ
ー
ス
し
た
図
１
を
作

成
し
た
。 

参
考
と
し
た
調
査
報
告
書
な
ど
の
資
料
は
最
後
に
記
し
た
。
な
お
、
ほ
ぼ

悉
皆
調
査
に
近
い
報
告
に
基
づ
く
デ
ー
タ
と
、
当
会
会
員
な
ど
に
よ
る
現

在
調
査
中
の
報
告
や
情
報
提
供
い
た
だ
い
た
事
例
な
ど
も
あ
り
、
未
だ
そ

の
母
数
の
不
確
実
な
集
計
で
あ
る
こ
と
は
、
ご
承
知
置
き
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。 

ま
た
市
町
村
名
は
、
地
域
の
歴
史
的
な
詳
し
い
分
布
把
握
の
た
め
、
平
成

四
年
（
一
九
九
一
）
四
月
当
時
の
旧
市
町
村
名
を
使
用
し
た
。
（
地
図
は

図
２
、
合
併
に
よ
る
平
成
22
年
四
月
の
市
町
村
名
は
、
表
2-1
の
注
を
参
照

の
こ
と
。
） 

な
お
江
戸
時
代
中
期
と
は
、
筑
波
大
学
日
本
美
術
シ
ソ
ー
ラ
ス
の
「
時
代

区
分
」
江
戸
時
代
前
期
・
中
期
・
後
期
の
三
区
分
に
準
拠
し
、
享
保
元
年

（
一
七
一
六
）
か
ら
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
ま
で
と
し
た
。 

 二
、
北
総
の
女
人
講
に
関
わ
る
石
造
物
の
分
布
と
そ
の
時
代
的
推
移 

北
総
は
、
庚
申
塔
と
並
ん
で
、
女
人
講
に
よ
る
月
待
塔
や
子
安
塔
の
数
が

た
い
へ
ん
多
い
地
域
で
あ
る
。
八
千
代
市
東
部
や
佐
倉
市
西
部
、
印
旛
村

の
寺
院
や
仏
堂
跡
の
地
区
集
会
所
な
ど
で
は
、
十
数
基
の
十
九
夜
塔
や
子

安
塔
が
立
ち
並
ぶ
風
景
を
目
に
す
る
こ
と
も
多
い
。 

悉
皆
調
査
デ
ー
タ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
十
市
町
村
の
月
待
塔
と
子
安
像
塔
、

そ
し
て
子
安
神
名
な
ど
を
刻
ん
だ
石
祠
を
年
代
別
に
集
計
し
た
、
表
1-1
～

表
1-4
に
示
し
た
。 

月
待
塔
の
ほ
と
ん
ど
が
如
意
輪
観
音
像
の
十
九
夜
塔
で
あ
り
、
そ
の
数
は
、

江
戸
時
代
17
世
紀
後
半
か
ら
18
世
紀
代
に
か
け
て
五
百
基
以
上
建
て
ら

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
子
安
像
塔
の
数
は
一
割
に
も
満
た
ず
、
今
回
こ

の
ほ
か
の
市
町
村
を
含
め
て
調
査
し
た
結
果
を
加
え
て
も
18
世
紀
末
（
寛

政
十
二
年
）
ま
で
で
81
基
に
と
ど
ま
る
。 

子
安
像
塔
の
建
立
数
が
月
待
塔
の
数
を
上
回
る
の
は
、
幕
末
以
降
で
あ
る
。

近
代
に
な
っ
て
爆
発
的
に
数
が
増
え
る
が
、
そ
の
多
く
は
、
八
千
代
市
や

印
旛
村
と
そ
の
周
辺
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
要
因
は
こ
の
地
域
の

各
子
安
講
が
数
年
お
き
に
連
続
し
て
建
立
す
る
イ
シ
タ
テ
の
風
習
に
由
来

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

一
般
に
十
九
夜
塔
が
多
い
利
根
川
べ
り
な
ど
の
地
域
か
ら
子
安
像
塔
が

生
み
出
さ
れ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
月
待
塔
が
少
な
い

酒
々
井
町
で
18
世
紀
末
ま
で
に
8
件
の
建
立
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
2
件
は

18
世
紀
前
半
で
、
こ
れ
は
千
葉
県
内
で
も
早
い
出
現
で
あ
る
。
こ
の
傾
向

は
、
隣
接
す
る
印
旛
村
・
成
田
市
が
そ
れ
に
続
く
こ
と
か
ら
、
子
安
像
塔

発
祥
の
地
域
と
し
て
酒
々
井
町
域
が
注
目
さ
れ
る
。 

以
上
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
実
際
に
調
査
把
握
で
き
た
子
安
像
塔

に
つ
い
て
次
項
で
紹
介
す
る
。 



三
、
子
安
像
塔
の
事
例 

調
査
し
た
北
総
の
子
安
像
塔
の
う
ち
、
一
八
〇
三
年
ま
で
の
年
号
銘
の
あ

る
子
安
像
塔
92
件
全
数
の
リ
ス
ト
を
表
2-1
に
、
そ
の
う
ち
約
半
数
に
つ
い

て
の
ト
レ
ー
ス
画
を
図
2-1

で
示
し
た
。
さ
ら
に
子
安
像
塔
出
現
と
像
容
成

立
に
か
か
わ
る
事
例
を
、
銘
文
の
古
い
順
に
十
五
基
紹
介
す
る
。 

（
以
下
の
ゴ
シ
ッ
ク
体
数
字
は
表
2-1
・
図
1
の
子
安
塔
像
No.
を
示
す
） 

1 

野
田
市
中
里
の
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
銘
墓
塔 

野
田
市
中
里
の
満
蔵
寺
霊
園
の
大
越
家
墓
地
に
あ
る
舟
型
光
背
の
完

成
度
の
高
い
美
し
い
浮
彫
像
。
「
秋
倉
妙
香
信
女
」
と
「
秋
露
童
女
」

の
戒
名
が
刻
ま
れ
、
同
時
に
亡
く
な
っ
た
死
者
（
母
と
娘
か
？
）
供
養

の
墓
標
石
仏
と
み
ら
れ
る
。
正
面
を
向
き
右
手
で
丸
々
と
し
た
乳
児
を

抱
き
授
乳
さ
せ
て
い
る
。
左
手
は
そ
の
ま
ま
膝
に
下
ろ
し
た
ま
ま
で
、

二
臂
の
如
意
輪
観

音
像
の
名
残
を
と

ど
め
る
。 

正
徳
四
年
（
一
七

一
四
）
銘
は
、
北
総

で
は
唯
一
、
江
戸
時

代
前
期
に
入
る
最

も
早
い
年
号
で
あ

る
が
、
故
人
の
没
年

で
あ
る
可
能
性
も

あ
り
、
建
立
は
そ
の

数
年
後
と
も
考
え
う
る
。 

野
田
市
は
、
江
戸
川
べ
り
の
子
安
塔
の
な
い
地
域
の
一
つ
で
あ
る
が
、

野
田
市
内
に
は
こ
の
ほ
か
船
形
下
の
今
泉
不
動
堂
墓
地
に
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
と
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
二
つ
年
号
の
あ
る
上
部

の
欠
け
た
墓
標
仏
と
み
ら
れ
る
子
安
像
塔
が
あ
る
。 

2 

酒
々
井
町
尾
上
住
吉
神
社
の
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
銘
「
子
安

大
明
神
」
塔 

他
に
類
似
例
の
な
い
天
女
型
の
立
像
で
、
子
は
抱
く
と
い
う
よ
り
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
嬰
児
を
と
り
あ
げ
た
姿
の
よ
う
で
あ
る
。
（
右
の

写
真
の
右
側
） 

尾
上
の
集
落
か
ら
離
れ
た
山
林
内
の
神
社
境
内
の
尾
根
伝
い
の
先
に

祠
が
あ
り
、
そ
の

中
に
こ
の
塔
と

9
の
宝
暦
元
年

の
如
意
輪
観
音

変
形
型
の
「
子
安

大
明
神
」
塔
が
並

ん
で
安
置
さ
れ
、

祠
の
前
に
は
女

陰
石
な
ど
の
丸

石
が
並
べ
て
あ

る
。 神

社
の
参
道
階

段
下
に
は
酒
々

井
町
文
化
財
の

双
体
道
祖
神
を

含
め
、
石
祠
や
丸

石
が
あ
り
、
子
安

信
仰
と
の
関
連

を
示
し
て
い
る
。 

3 

栄
町
西
霊
園
の
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
「
子
安
観
音
」
塔 

元
慈
眼
庵
跡
の
墓
地
入
口
に
あ
り
、
大
切
に
祀
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

保
存
状
態
は
良
い
。
正
面
向
き
の
引
き
締
ま
っ
た
姿
は
、
金
剛
界
大
日

 

酒々井町尾上住吉神社境内の「子安大明神」像 

左は 9（宝暦元年）、右は 2（享保 18年） 
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如
来
像
を

思
わ
せ
る
。

銘
は
「
奉
供

養
子
安
観

音
諸
願
成

就
」
、
旧
布

鎌
村
の
「
西

新
田
同
行

八
十
二
人
」

に
よ
り
建

立
さ
れ
て
い
る
。 

こ
こ
に
は
先
行
し
て
六
臂
と
元
禄
期
の
二
臂
の
如
意
輪
観
音
像
が
あ

る
。
旧
布
鎌
村
は
江
戸
時
代
中
期
の
正
面
向
き
で
二
児
を
伴
う
子
安
像

塔
が
多
く
、
ま
た
「
犬
供
養
」
の
民
俗
事
例
も
現
在
ま
で
盛
ん
な
地
域

で
あ
る
。 

4 

酒
々
井
町
柏
木
新
光
寺
墓
地
の
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
女
人
講
石

祠 

石
祠
の
中
に
小
さ
な
丸
彫
り
の
子
安
像
が
あ
り
、
石
祠
横
に
「
元
文

五
庚
申
十
一
月
吉

田
村
中
善
女
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。
子
安

像
は
正
面
向
き
両

手
で
乳
児
を
抱
き
、

子
は
右
胸
の
乳
を

吸
い
な
が
ら
右
手

で
左
乳
首
を
つ
か

む
。
左
肩
に
は
背
か

ら
幼
児
が
左
手
を

前
に
出
し
て
抱
き
つ
い
て
い
る
家
庭
的
で
ほ
ほ
え
ま
し
い
像
容
で
あ

る
。 新

光
寺
は
、
元
は
岩
橋
山
大
仏
頂
寺
末
寺
で
あ
っ
た
。
現
在
は
廃
寺

で
あ
る
が
、
室
町
後
半
か
ら
桃
山
期
に
制
作
さ
れ
た
木
造
童
子
像

（
酒
々
井
町
文
化
財
）
を
祀
る
堂
が
残
り
、
墓
地
に
は
こ
の
子
安
塔
の

ほ
か
、
元
禄
四
年
と
享
保
十
四
年
の
如
意
輪
観
音
像
十
九
夜
塔
が
あ
る
。 

こ
の
像
容
の
ル
ー
ツ
に
関
し
て
は
、
五
、
(1)
で
紹
介
す
る
。 

5 

小
見
川
町
虫
幡
日
向
山
薬
師
堂
の
元
文
六
年
（
一
七
四
一
）
「
八
日

講
」
塔 

日
向
山
薬
師
堂
横
の
8
基
の
供
養
塔
群
中
に
あ
る
。
銘
文
は
「
奉
待

八
日
講
中 

西
友
村 

元
文
六
年
辛
酉
三
月
吉
日 

同
行
廿
六
人
」
。 

塔
群
の
中
央
に
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
胎
蔵
界
大
日
如
来
像
、

他
に
３
基
の
子
安
像
塔
と
聖
観
音
像
念
仏
塔
な
ど
が
並
ぶ
。
如
意
輪
観

音
像
は
な
い
。 

中
央
の
大
日
如
来
像
に

は
「
奉
修
日
記
夜
待
二
世

安
楽
処 

虫
幡
村 

辻

下

西

共 

信

善

女

人 

道
行
九
人
」
と
銘
記
さ
れ
、

女
人
の
日
記
念
仏
講
に

よ
る
建
立
で
あ
る
。 

元
文
六
年
の
子
安
像
塔

に
刻
ま
れ
た
「
八
日
講
」

と
は
大
日
如
来
を
祀
る

湯
殿
山
信
仰
に
関
わ
る

講
と
思
わ
れ
、
子
安
像
塔

4
基
は
、
正
面
向
き
で
大

日
如
来
像
に
近
い
像
容

4 酒々井町柏木の石祠内の 
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で
あ
る
。 

6 

酒
々
井
町
下
岩
橋
大
仏
頂
寺
の
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
石
祠 

4
の
子
安
像
か
ら
肩
の
子
を
省
略
し
た
像
を
浮
彫
に
す
る
。 

7 

銚
子
市
高
神
東
町 

賢
徳
寺
の
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
「
子
安
観

音
」
塔 

太
い
光
輪
を
配
し
、
未
開
敷
蓮
華
を
持
つ
聖
観
音
像
に
子
を
抱
か
せ

た
立
像
で
、
子
の
像
上
部
が
失
わ
れ
て
い
る
。 

8 

蓮
沼
村
蓮
沼
殿
下
子
安
神
社
の
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
子
安
塔 

損
傷
し
て
い
る
が
、
年
号
は
読
め
る
。
正
面
を
向
き
、
右
手
で
子
を

抱
き
、
左
手
は
膝
に
置
く
。
蓮
沼
に
は
子
安
神
社
と
称
す
る
小
祠
が
各

集
落
に
あ
る
。 

9 

酒
々
井
町
尾
上 

住
吉
神
社
の
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
「
子
安
大

明
神
」
塔 

2
の
横
に
安
置
。
右
手
は
如
意
輪
観
音
の
思
惟
相
で
、
宝
珠
を
持
つ

よ
う
に
左
手
で
子
を
抱
く
。 

10 

成
田
市
水
掛 

墓
地
の
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
「
十
九
夜
」
塔 

正
面
を
向
き
右
胸
元
で
宝
珠
ら
し
き
も
の
を
持
ち
、
左
手
で
子
を
支

え
る
。
下
部
は
埋
没
し
て
い
る
が
坐
像
で
あ
る
。
頭
部
の
三
角
頭
巾
の

よ
う
な
宝
冠
の
特
徴
は
、
土
浦
市
粟
野
惣
持
院
の
明
和
三
年
（
一
七
六

六
）
の
立
像
を
は
じ
め
同
市
の
手
野
で
も
2
基
あ
る
。 

11 

酒
々
井
町
酒
々
井 

朝
日
神
社
の
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
「
子
安

講
」
塔 

如
意
輪
観
音
が
思
惟
相
の
ま
ま
子
を
抱
く
。
肩
に
も
子
の
顔
が
浮
彫

り
さ
れ
、
柏
木
の
新
光
寺
墓
地
の
石
祠
像
の
二
児
を
伴
う
特
徴
も
表
現

さ
れ
て
い
る
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
思
惟
相
で
未
敷
蓮
華
を
持

ち
天
衣
を
翻
し
た
変
型
如
意
輪
像
と
共
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

12 

成
田
市
松
崎 

富
宮
神
社
の
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
「
子
安
大

明
神
」
石
祠 

石
祠
に
思
惟
相
の
子
安
像
が
浮
彫
さ
れ
て
い
る
。 

13 

下
総
町
高 

台
十
字
路
の
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
月
待
ち
塔 

「
奉
造
／
十
三
夜
／
十
七
夜
／
十
九
夜
／
講
中
善
女
人
為
二
世
安

楽
」
銘
の
供
養
塔
。
二
児
を
配
し
、
火
炎
宝
珠
の
あ
る
円
形
光
輪
、
肩

に
か
か
る
子
の
表
情
も
豊
か
に
表
現
さ
れ
た
ふ
く
よ
か
な
大
型
の
像

で
あ
る
。
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、
利
根
川
べ
り
の
栄
町
・
成
田
市
の
光

背
型
二
児
子
安
像
の
原
形
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
延
享
三
年
（
一
七

四
六
）
の
如
意
輪
観
音
像
十
九
夜
塔
も
共
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

14 

印
旛
村
平
賀 

観
音
堂
の
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
子
安
塔 

15 

印
旛
村
平
賀 

不
動
堂
の
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
「
念
仏
講
」
塔 

右
の
二
基
は
如
意
輪
観
音
が
思
惟
相
の
ま
ま
、
左
手
で
子
を
支
え
る

ほ
ぼ
同
一
の
像
容
で
、
隣
り
合
わ
せ
た
集
落
の
講
が
一
カ
月
違
い
で
建

立
し
て
い
る
。
観
音
堂
に
は
寛
文
十
年
（
一
六
七
二
）
の
六
臂
如
意
輪

観
音
像
十
九
夜
塔
が
残
さ
れ
、
不
動
堂
に
は
小
祠
に
丸
彫
り
の
子
安
像

が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
ほ
か
の
著
名
な
子
安
像
塔
と
注
目
さ
れ
る
事
例
を
紹
介
す
る
。 

31 

栄
町
押
付
善
勝
庵

の
安
永
八
年
（
一
七

七
九
）
十
九
夜
塔 

『
女
人
哀
歓
』
*2

71

頁
に
「
奉
待
十
九
夜
と

あ
る
も
の
」
と
し
て
写

真
が
載
っ
て
い
る
。
胸

と
肩
に
二
人
の
子
が

い
る
タ
イ
プ
で
、
栄
町
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に
は
同
様
な
二
児
を
配
し
た
子
安
像
塔
が
、
18
・
19
の
安
永
三
年
（
一

七
七
四
）
と
58
の
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
、
後
期
に
入
っ
て
天
保
二

年
（
一
八
三
一
）
と
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
計
6
基
あ
る
。 

32 

船
橋
市
米
ヶ
崎 

無
量
寺
の
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
十
九
夜
塔 

中
期
で
は
北
総
最
西
端
の
子
安
像
塔
。
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
の

如
意
輪
観
音
像
十
九
夜
塔
と
共
に
現
在
は
無
縁
塚
に
移
さ
れ
て
い
る
。

如
意
輪
観
音
変
形
像
で
、
右
手
は
思
惟
相
の
ま
ま
、
左
手
に
布
に
包
ま

れ
た
赤
子
を
抱
く
。
宝
珠
の
よ
う
な
子
の
表
現
が
独
特
で
、
地
理
的
に

も
酒
々
井
町
・
印
旛
村
の
如
意
輪
観
音
変
形
像
と
の
結
び
つ
き
は
な
く
、

独
自
に
月
待
塔
の
如
意
輪
観
音
像
の
像
容
か
ら
創
出
さ
れ
た
か
と
思

わ
れ
る
。 

35 

千
葉
市
星
久
喜
町
千
手
院
の
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
子
安
像
塔 

平
岩
毅
氏
が
「
気
品
に
満
ち
た
精
巧
な
逸
品
」
と
『
房
総
の
石
仏
百

選
』
*8

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
子
安
観
世
音
」
像
。
右
手
に
未
敷
蓮
華

を
持
ち
、
左
手
の
抱
い
た
子
を
見
る
。 

38 

成
田
市
北
須
賀
白
旗
神
社
の
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
十
九
夜
塔 

印
旛
沼
の
甚
平
渡
し
に
近
く
、
利
根
川
縁
と
印
旛
沼
周
辺
の
町
村
を

結
ぶ
要
衝
に
位
置
す
る
勝
福
寺
の
境
内
に
隣
接
し
て
、
そ
の
右
奥
の
山

上
に
白
幡
神
社
が
あ
り
、
そ
の
横
に
簡
単
な
覆
屋
の
末
社
子
安
神
社
が

あ
る
。
子
安
神
社
の
中
に
は
、
左
に
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
如
意

輪
観
音
の
十
九
夜
塔
、
中
央
に
「
子
安
神
社
奉
射
謹
言
」
の
お
札
を
納

め
た
無
銘
の
石
祠
が
あ
り
、
そ
の
右
隣
に
こ
の
子
安
像
塔
が
祀
ら
れ
て

い
る
。 

像
容
は
右
胸
と
左
肩
に
二
児
を
配
し
、
18
と
31
の
栄
町
の
子
安
像
塔

に
類
似
す
る
。
こ
の
塔
が
如
意
輪
観
音
像
と
石
祠
と
共
に
並
ぶ
姿
は
、

北
総
の
子
安
祭
祀
が
神
仏
混
淆
の
信
仰
形
態
で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す

る
。 

67 

佐
倉
市
鏑
木 

周
徳
院
の
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
子
安
像
塔 

榎
本
氏
が
『
日
本
の
石
仏
』
の
「
北
総
の
子
安
塔
と
そ
の
背
景
」
*3

で

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
周
徳
院
近
く
の
薬
師
堂
の
あ
り
、
火
災
で
周
徳
院

に
移
さ
れ
、
通
称
「
子
育
て
地
蔵
」
と
し
て
「
鏑
木
の
女
た
ち
か
ら
信

仰
さ
れ
て
き
た
」
子
安
観
音
と
の
こ
と
。
こ
の
像
容
は
、
83
佐
倉
市
大

蛇
町 

神
明
神
社
の
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
像
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
。 

84 
八
千
代
市
島
田
の
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
「
子
安
釈
迦
」
像 

島
田
の
子
安
神
社
に
は
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
「
妙
法
子
安
釈

迦
仏 

島
田
村
講
中
」
銘
の
合
掌
し
た
舟
型
光
背
の
釈
迦
如
来
立
像
塔

と
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
「
子
安
大
明
神
」
銘
の
文
字
碑
と
並
ん
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で
、
享
和
元
年
「
妙
法 

子

安
釈
迦
仏 

当
村
講
中
」
銘

の
立
像
塔
が
安
置
さ
れ
て
い

る
。 享

和
元
年
塔
の
立
像
は
、

右
手
を
立
て
左
手
に
子
を
抱

く
像
容
で
、
頭
髪
や
衣
は
銘

文
の
通
り
、
如
来
像
を
表
現

し
て
い
る
。 

島
田
は
島
田
台
・
佐
山
な

ど
八
千
代
市
北
西
部
の
中
世

か
ら
の
日
蓮
宗
地
域
に
あ
る
。

こ
の
地
域
は
密
教
系
の
地
域

と
は
異
な
り
、
「
子
安
観
音
」

の
主
尊
名
を
避
け
た
「
子
安

大
明
神
」
や
「
子
安
鬼
子
母

神
」
銘
の
子
安
像
塔
は
い
く

つ
か
あ
る
が
、
こ
の
「
子
安

釈
迦
」
銘
は
千
葉
県
下
で
も
珍
し
い
。*

22 

八
千
代
市
で
は
、
「
子
安
大
明
神
」
の
文
字
の
み
で
子
安
像
の
な
い

石
祠
が
、
北
総
で
も
い
ち
早
く
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
上
高
野

子
安
神
社
に
登
場
し
、
石
碑
・
石
祠
は
中
期
ま
で
で
市
域
10
基
を
数
え

る
。
（
表
2-3
・
2-4
） 

印
西
市
や
白
井
市
と
同
じ
く
八
千
代
市
の
真
言
宗
地
域
で
は
、
十
九

夜
塔
の
如
意
輪
観
音
像
の
造
立
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
こ
の
地
域

で
の
「
子
安
観
音
」
像
の
出
現
は
遅
く
、
後
期
の
文
化
十
一
年
（
一
八

一
六
）
米
本
の
林
照
院
の
子
安
像
塔
が
初
出
と
な
る
。 

こ
の
島
田
の
子
安
神
社
の
小
祠
に
は
、
勢
至
菩
薩
に
似
た
合
掌
型
の

釈
迦
像
か
ら
「
子
安
大
明
神
」
石
碑
へ
、
そ
し
て
「
子
安
釈
迦
」
像
へ

と
、
ム
ラ
の
女
人
講
の
子
安
像
塔
を
生
み
出
す
試
行
錯
誤
の
過
程
が
残

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。 

 

四
、
子
安
塔
像
出
現
期
の
像
容
の
特
徴
と
系
譜 

子
安
像
塔
の
北
総
で
の
最
も
早
い
出
現
は
、
1
の
野
田
市
の
正
徳
四
年

銘
が
あ
る
が
、
個
人
に
よ
る
造
立
の
墓
標
仏
で
あ
る
こ
と
か
ら
例
外
的
で

あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
五
、
(2)
の
項
で
考
察
し
た
い
。 

地
域
の
講
に
よ
る
子
安
塔
像
は
、
2
の
酒
々
井
町
尾
上
神
社
の
享
保
十

八
年
「
子
安
大
明
神
」
立
像
が
初
現
と
な
り
、
そ
の
七
年
後
の
元
文
五
～

六
年
に
は
、
同
じ
く
酒
々
井
町
で
子
安
像
石
祠
4
が
、
そ
し
て
、
酒
々
井

町
か
ら
北
上
し
た
利
根
川
沿
い
の
栄
町
で
3
の
「
子
安
観
音
」
像
、
さ
ら

に
東
方
下
流
の
小
見
川
町
で
「
八
日
講
」
の
子
安
像
塔
5
が
相
次
い
で
現

れ
る
。 

(1) 

二
児
を
配
し
た
子
安
像
石
祠
の
系
譜 

4
の
酒
々
井
町
の
子
安
像
石
祠
は
、
二
児
を
配
し
た
子
安
像
で
あ
る
こ

と
と
、
石
祠
で
あ
る
こ
と
の
２
つ
の
珍
し
い
特
徴
を
持
つ
。
こ
の
北
総
江

戸
中
期
の
子
安
像
塔
の
特
徴
は
、
表
2-8
の
よ
う
に
、
二
児
が
い
る
子
安
像
12

基
、
石
祠
型
8
基
を
数
え
、
そ
れ
ぞ
れ
特
異
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。 

地
域
的
に
は
、
二
児
を
配
す
る
像
容
は
酒
々
井
町
か
ら
、
佐
倉
市
を
経
て
、

光
背
型
に
な
っ
て
下
総
町
・
成
田
市
に
伝
播
し
、
栄
町
で
は
中
期
～
後
期

の
子
安
像
の
特
徴
点
と
な
る
。 

ま
た
子
安
像
を
浮
彫
し
た
石
祠
は
、
ム
ラ
の
産
土
神
社
境
内
の
子
安
神
社

に
子
安
大
明
神
と
し
て
今
も
大
切
に
祀
ら
れ
て
い
て
、
中
期
で
は
酒
々
井

町
・
成
田
市
・
佐
倉
市
・
千
葉
市
で
、
後
期
で
は
印
西
市
・
船
橋
市
・
白

井
市
で
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
酒
々
井
町
か
ら
派
生
す
る
こ
れ

ら
の
子
安
像
塔
は
、
神
社
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
石
祠
の
形
態
、

「
子
安
大
明
神
」
銘
な
ど
神
社
祭
祀
的
な
傾
向
が
強
い
。 

こ
の
元
と
な
っ
た
石
祠
内
二
児
像
4
の
像
容
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
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五
、
の
(1)
で
述
べ
た
い
。 

(2) 

思
惟
相
型
の
如
意
輪
変
形
像 

酒
々
井
町
域
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
像
容
の
子
安
像
が
模
索
・
試
作
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
如
意
輪
観
音
像
の
思
惟
相
の
右
手
の
ス
タ
イ
ル
を
そ
の
ま

ま
に
、
左
手
に
子
を
抱
か
せ
た
子
安
像
塔
が
創
造
さ
れ
た
の
も
酒
々
井
町

の
尾
上
住
吉
神
社
で
あ
っ
た
。
18
世
紀
年
代
初
め
の
こ
ろ
は
、
如
意
輪
観

音
像
が
月
待
塔
の
主
尊
と
し
て
多
造
さ
れ
る
の
で
、
各
地
で
そ
の
変
形
像

が
現
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
思
う
が
、
意
外
に
も
こ
の
9
の
尾
上
住

吉
神
社
「
子
安
大
明
神
」
像
が
最
初
で
あ
る
。 

そ
の
後
、
富
里
市
・
船
橋
市
に
も
そ
の
事
例
が
み
ら
れ
る
が
、
思
惟
相
型

の
如
意
輪
変
形
像
は
、
同
時
に
二
児
が
い
る
像
や
石
祠
内
の
子
安
像
の
思

惟
相
の
も
の
も
含
め
て
12
基
で
あ
り
、
船
橋
市
の
事
例
を
除
き
、
酒
々
井

町
か
ら
の
伝
播
の
過
程
が
類
推
で
き
る
。
船
橋
市
の
32
の
十
九
夜
塔
は
、

独
自
に
如
意
輪
観
音
像
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。

44
の
船
橋
市
金
堀
の
子
安
像
塔
は
、
思
惟
相
の
頸
の
傾
き
が
浅
く
直
立
に

近
い
。
如
意
輪
観
音
像
の
傾
け
た
頸
が
18
世
紀
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
立
っ
て

き
て
後
期
に
は
直
立
す
る
傾
向
に
並
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

(3) 

横
向
き
に
傾
斜
し
た
像
容 

(2)
の
如
意
輪
変
形
像
の
首
を
立
膝
側
に
傾
け
た
姿
勢
は
、
頬
に
当
て
た

右
手
を
腹
部
に
回
し
て
両
手
で
子
を
抱
き
抱
え
、
視
線
を
子
の
方
に
向
け

る
こ
と
で
、
慈
愛
の
表
現
が
よ
り
強
く
な
る
。 

29
の
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
千
葉
市
大
宮
安
楽
寺
の
石
祠
内
の
子
安

像
は
思
惟
相
の
上
体
の
傾
斜
が
残
る
如
意
輪
変
型
像
で
、
右
立
ち
膝
の
斜

め
の
ラ
イ
ン
と
上
体
の
斜
め
の
ラ
イ
ン
が
平
行
す
る
。
子
を
懐
に
入
れ
、

右
へ
傾
斜
し
た
こ
の
姿
勢
は
、
70
の
石
祠
内
の
子
安
像
の
ほ
か
、
48
の
千

葉
市
旦
谷
町
と
59
・
64
・
73
・
75
の
光
背
型
へ
継
承
さ
れ
、
千
葉
市
市

域
の
像
容
の
特
徴
と
な
り
、
八
千
代
市
米
本
の
林
照
院
な
ど
後
期
の
像
容

に
継
承
さ
れ
て
い
く
。 

逆
に
立
膝
の
反
対
の
左
側
に
上
体
が
傾
斜
し
た
姿
勢
は
23
の
安
永
五
年

（
一
七
七
六
）
の
印
旛
村
の
例
に
始
ま
り
、
37
・
43
・
50
・
67
・
83
に

見
ら
れ
る
。 

24
・
35
の
千
葉
市
の
子
安
塔
は
左
向
き
の
姿
勢
を
と
る
が
右
足
を
立
膝

し
な
い
。
右
手
に
蓮
華
持
つ
35
の
像
容
は
聖
観
音
像
系
と
考
え
た
い
。 

(4) 

正
面
を
向
い
た
子
安
像
塔 

酒
々
井
町
で
子
安
像
塔
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
、
利
根
川
南
岸
の
栄
町
と
小
見

川
の
ム
ラ
の
小
さ
な
仏
堂
境
内
な
ど
で
は
、
月
待
塔
に
正
面
を
向
い
た
子

安
像
が
生
み
出
さ
れ
る
。
そ
の
威
厳
あ
る
姿
は
如
意
輪
観
音
像
よ
り
大
日

如
来
像
に
近
い
。 

そ
の
後
、
下
総
町
や
栄
町
で
は
、
こ
の
正
面
向
き
の
母
像
に
二
児
が
戯
れ

る
子
安
像
が
現
れ
て
く
る
。
ま
た
小
見
川
町
や
隣
接
し
た
佐
原
町
、
神
埼

町
の
母
子
像
は
、
膝
に
抱
か
れ
た
子
が
正
面
向
き
で
蓮
華
を
持
ち
、
あ
る

い
は
合
掌
す
る
な
ど
子
の
姿
に
も
変
化
が
現
れ
、
や
が
て
後
期
の
文
化
文

政
期
の
複
雑
な
像
容
へ
と
変
化
し
て
い
く
。 

(5) 

蓮
華
を
持
つ
子
安
像
塔 

月
待
塔
で
は
、
如
意
輪
観
音
像
を
主
尊
と
す
る
十
九
夜
塔
が
圧
倒
的
に
多

い
*3

が
、
銚
子
市
・
佐
原
市
・
成
田
市
な
ど
東
総
で
は
、
江
戸
時
代
前
期

か
ら
中
期
の
初
め
に
か
け
て
、
十
五
夜
待
・
十
七
夜
待
な
ど
の
銘
文
と
共

に
聖
観
音
像
や
地
蔵
菩
薩
、
勢
至
菩
薩
、
大
日
如
来
像
を
主
尊
と
す
る
月

待
塔
も
み
ら
れ
る
。
（
『
東
総
の
石
仏
』
*7

で
は
「
銚
子
市
の
月
待
塔
193
基

中
176
基
が
如
意
輪
観
音
」
と
い
う
。
） 

銚
子
市
で
は
、
7
や
21
の
よ
う
な
蓮
華
を
持
っ
た
聖
観
音
菩
薩
に
子
を

抱
か
せ
た
像
が
早
く
か
ら
登
場
す
る
。
特
に
蓮
華
を
持
つ
像
容
は
後
期
に

な
る
と
北
総
の
子
安
像
塔
の
主
流
と
な
り
、
子
を
抱
か
な
い
十
九
夜
塔
の

如
意
輪
観
音
像
も
蓮
華
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
25
・
45
の
よ
う
な
勢

至
菩
薩
立
像
に
子
を
抱
か
せ
た
像
容
の
子
安
像
塔
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

数
は
少
な
い
。 



(6) 

江
戸
中
期
の
北
総
の
子
安
像
塔
の
集
計 

江
戸
中
期
の
北
総
の
子
安
像
塔
に
つ
い
て
、
市
町
村
別
と
そ
の
時
代
的
な

推
移
、
像
容
と
形
態
の
特
徴
、
立
地
、
銘
文
に
よ
る
主
尊
名
・
造
立
主
体
・

目
的
な
ど
を
集
計
し
、
表
2-6
～
2-10
、
図
３
～
４
に
示
し
た
。 

(7) 

江
戸
中
期
の
北
総
の
子
安
像
塔
像
容
の
系
統
図 

以
上
の
観
点
か
ら
、
江
戸
時
代
中
期
の
北
総
に
お
け
る
子
安
像
塔
の
出
現

と
そ
の
後
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
図
５
に
ま
と
め
た
。 

 五
、
北
総
の
子
安
像
塔
出
現
期
を
め
ぐ
る
課
題 

(1) 

4
の
酒
々
井
町
柏
木
の
元
文
五
年
石
祠
の
ル
ー
ツ
は
、
袖
ヶ
浦
市

百
目
木
の
元
禄
四
年
銘
石
祠 

1
・
2
・
3
の
子
安
像
塔
の
像
容
に
関
し
て
、
そ
の
は
っ
き
り
し
た
由

来
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
4
の
酒
々
井
町
柏
木
の
元
文
五
年
石
祠

に
つ
い
て
は
、
袖
ヶ
浦
市
百
目
木
の
子
安
神
社
の
元
禄
四
年
銘
（
一
六
九

一
）
の
「
子
安
大
明
神
」

石
祠
型
子
安
像
塔
（
表

1
と
図
1
の
*0
）
が
そ

の
ル
ー
ツ
で
あ
る
と
確

認
で
き
る
。 

袖
ヶ
浦
郷
土
博
物
館

野
外
展
示
の
模
造
石
造

物
の
中
に
、
「
元
禄
四

年
（
一
六
九
一
）
」
銘

の
石
祠
内
に
子
安
像
を

刻
ん
だ
百
目
木
の
子
安

像
塔
の
複
製
が
あ
る
。

こ
の
原
品
に
つ
い
て
袖

ヶ
浦
市
教
育
委
員
会
に

問
い
合
わ
せ
、
百
目
木
の
区
長
さ
ん
の
ご
案
内
で
実
物
を
拝
観
、
そ
の
由

来
な
ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

石
祠
内
に
浮
き
彫
り
さ
れ
た
正
面
向
き
の
子
安
像
に
は
胸
と
右
肩
に
二

児
が
い
て
、
「
子
安
大
明
神
」
の
銘
と
、
観
世
音
を
あ
ら
わ
す
「
サ
」
の

梵
字
が
彫
ら
れ
て
あ
る
。
石
祠
に
二
児
が
い
る
そ
の
像
容
は
特
異
で
あ
り
、

百
目
木
と
酒
々
井
町
柏
木
を
結
ぶ
系
譜
は
明
ら
か
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
以
前
は
、
近
く
の
山
の
中
の
子
安
神
社
に
あ
り
、
三
月
十
四

日
の
縁
日
に
は
、
露
店
も
で
て
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
。
周
辺
に
は
字
名
や

屋
号
に
「
子
安
」
の
名
も
残
っ
て
い
て
、
安
産
の
願
掛
け
の
底
抜
け
巾
着

も
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
子
安
講
の
際
に
か
け
た
御
絵
様
の
掛
け
軸
３
本
も

残
さ
れ
て
い
た
。 

ま
た
祭
壇
に
は
、
白
磁
の
三
尊
形
式
の
慈
母
観
音
像
も
共
に
祀
ら
れ
て
い

た
。
い
つ
か
ら
一
緒
に
置
か
れ
た
か
、
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な

白
磁
の
慈
母
観
音
像
に
つ
い
て
、
若
桑
み
ど
り
は
、
当
時
の
中
国
で
の
地

域
文
化
へ
の
適
応
を
推
し
進
め
た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ

が
作
ら
せ
た
「
東
ア
ジ
ア
型
聖
母
像
」
で
あ
り
、
こ
の
白
磁
像
が
、
海
商

鄭
父
子
に
よ
っ
て
福
建
省
か
ら
長
崎
に
運
ば
れ
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
霊

的
需
要
を
満
た
し
た
と
、
そ
の
著
『
聖
母
像
の
到
来
』
*9

で
述
べ
て
い
る
。 

中
国
の
送
子
観
音
像
と
白
衣
観
音
像
を
元
に
造
ら
れ
た
こ
の
「
東
洋
の
聖

母
」
像
が
17
世
紀
半
ば
、
「
仏
像
」
と
し
て
大
量
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
は
、

子
安
像
の
成
立
の
背
景
と
し
て
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。 

同
様
な
像
は
、
小
美
玉
市
の
文
化
財
「
子
安
観
音
像
」
が
あ
り
、
明
朝
（
中

国
）
よ
り
伝
来
し
た
白
磁
製
の
マ
リ
ア
観
音
像
で
秘
仏
と
さ
れ
て
い
る
。

宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
～
一
七
一
〇
年
）
ひ
と
り
の
信
者
が
長
崎
に
お
い

て
霊
夢
を
蒙
り
、
授
け
ら
れ
た
観
音
像
と
伝
え
ら
れ
、
も
と
、
竹
原
中
郷

天
台
宗
永
福
寺
末
長
福
寺
境
内
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。*

45 

(2) 

個
人
に
よ
る
供
養
塔
、
墓
塔
を
め
ぐ
っ
て 

表
１
の
92
件
の
北
総
江
戸
中
期
の
子
安
像
塔
に
は
、
ム
ラ
の
講
で
は
な
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く
個
人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
供
養
塔
4
基
を
含
ん
で
い
る
。
1
・
16
・

39
・
59
の
墓
塔
と
み
ら
れ
る
石
塔
で
戒
名
が
あ
り
、
あ
る
い
は
複
数
の
年

号
が
あ
る
。 

1
と
39
は
野
田
市
域
の
所
在
で
、
と
も
に
石
田
年
子
氏
の
情
報
に
よ
り

実
見
し
た
。
39
の
野
田
市
船
形
下
の
今
泉
不
動
堂
墓
地
の
子
安
像
塔
は
、

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
と
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
二
つ
年
号
の
あ

る
上
部
の
欠
け
た
思
惟
相
の
如
意
輪
観
音
変
形
像
で
あ
る
。 

子
安
像
塔
は
、
旧
下
総
国
で
も
江
戸
川
べ
り
の
地
域
に
は
な
い
。
各
市
区

町
村
の
調
査
報
告
を
見
て
も
、
江
戸
川
区
・
葛
飾
区
・
市
川
市
・
浦
安
市
・

流
山
市
・
野
田
市
・
旧
関
宿
町
、
そ
し
て
松
戸
市
西
部
で
は
近
代
で
も
講

に
よ
る
建
立
は
な
く
、
石
田
年
子
氏
の
墓
標
仏
発
見
の
情
報
は
、
驚
き
で

あ
っ
た
。 

個
人
に
よ
る
供
養
塔
は
、
講
と
い
う
集
団
の
総
意
に
よ
ら
ず
に
個
人
の
意

志
と
財
力
で
像
容
を
選
択
で
き
る
こ
と
か
ら
、
斬
新
な
像
容
の
石
塔
が
建

て
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
事
例
は
、
江
戸
川
上
流
の
埼
玉

県
に
も
あ
る
。
旧
浦
和
市
の
大
間
木
字
附
島
の
旧
家
の
墓
地
に
は
、
女
性
2

人
の
戒
名
、
命
日
と
思
わ
れ
る
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
と
五
年
（
一
七

六
八
）
の
複
数
の
年
号
銘
と
「
あ
り
が
た
き
法
の
誓
い
も
つ
き
し
ま
に
子

安
大
悲
の
あ
ら
む
限
り
は
」
い
う
和
歌
が
彫
ら
れ
た
角
柱
型
台
座
の
上
に
、

見
事
な
丸
彫
り
の
子
安
像
を
載
せ
た
墓
塔
が
あ
る
。
ま
た
著
名
な
秩
父
金

昌
寺
の
慈
母
観
音
像
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
寄
進
で
、
喜
多
川

歌
麿
の
絵
か
ら
範
を
と
っ
た
と
さ
れ
、
江
戸
の
吉
野
家
半
左
衛
門
が
先
祖

近
親
供
養
の
主
旨
で
造
ら
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

そ
の
ほ
か
印
旛
村
に
は
、
上
部
の
欠
け
た
子
安
像
を
の
せ
た
16
の
鎌
苅

東
祥
寺
供
養
塔
が
あ
る
。
角
柱
型
の
台
座
に
は
「
明
和
五
戊
子
年
」
（
一

七
六
八
）
「
奉
読
誦
千
部
普
門
品
供
養
」
と
あ
り
寄
進
者
の
複
数
の
名
と

女
性
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
東
祥
寺
に
は
女
人
講
に
よ
る
石
塔
が
17

基
あ
る
が
、
中
期
の
年
号
銘
が
あ
る
子
安
像
塔
は
、
こ
の
供
養
塔
だ
け
で

あ
る
。 

千
葉
市
で
は
、
59
の
高
品
等
覚
寺
墓
地
の
子
安
像
墓
塔
の
ほ
か
、
武
石

の
真
蔵
院
墓
地
に
後
期
の
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
銘
の
墓
塔
を
見
つ
け

た
。
共
に
千
葉
市
域
に
流
行
し
た
48
の
旦
谷
町
像
の
系
譜
を
引
く
像
容
で

あ
る
。 

個
人
の
墓
塔
は
自
治
体
な
ど
の
調
査
で
は
、
対
象
外
で
あ
り
、
今
後
調
査

対
象
を
広
げ
る
こ
と
で
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
故
人
供

養
塔
の
造
立
年
に
つ
い
て
は
、
故
人
の
年
忌
法
要
で
建
て
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
記
さ
れ
て
い
る
命
日
と
建
塔
の
年
月
日
は
一
般
的
に
異
な
る
こ
と
も

多
く
、
像
容
の
編
年
に
際
し
て
は
要
注
意
で
あ
る
。 

(3) 

「
初
出
」
と
確
認
で
き
な
か
っ
た
過
去
の
デ
ー
タ 

子
安
像
の
初
出
に
関
す
る
既
報
告
の
デ
ー
タ
で
、
年
号
銘
の
読
み
や
像
容

の
誤
認
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
初
出
と
確
認
で
き
な
か
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
。 

① 

銚
子
市
の
「
元
禄
三
年
子
安
観
音
」
像 

『
千
葉
県
石
造
文
化
財
調
査
報
告
』*

10

に
「
元
禄
三
年
」
（
一
六
九
〇
）

の
初
出
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
銚
子
市
若
宮
町
東
岸
寺
の
子
安
塔
は
、
千

葉
県
中
央
博
物
館
所
蔵
の
手
書
き
の
昭
和
53
年
調
査
カ
ー
ド*

46

に
は
「
文

禄
三
□
正
月
吉
日
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
調
査
カ
ー
ド
の
写
真
を
参
考
に
、

二
〇
〇
九
年
九
月
現
地
で
確
認
す
る
と
、
こ
の
石
塔
は
、
軟
質
の
凝
灰
岩
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製
（
調
査
カ
ー
ド
で
は
「
佐
久
石
」
）
で
調
査
当
時
よ
り
一
層
風
化
崩
壊
が

進
ん
で
い
た
が
、
銘
文
は
「
文
」
の
字
の
み
判
読
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た

形
状
や
石
材
の
質
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
の
作
と
思
わ
れ
た
。
お
そ
ら
く
当

時
の
調
査
で
「
文
化
三
」
ま
た
は
「
文
政
三
」
を
「
文
禄
三
」
と
誤
っ
て
記

載
し
た
カ
ー
ド
か
ら
、
報
告
書
作
成
の
際
、
活
字
で
「
元
禄
三
」
と
表
記
し

て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

「
元
禄
三
年
の
銚
子
市
の
子
安
観
音
」
と
い
う
『
県
報
告
』*

10

の
デ
ー

タ
は
、
『
千
葉
市
文
化
財
調
査
報
告
』*

11

や
『
船
橋
市
の
石
造
文
化
財
』*

13

に
、
千
葉
県
の
子
安
観
音
の
最
古
例
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

② 

我
孫
子
市
江
蔵
地
青
年
館
の
「
享
保
三
年
の
十
九
夜
塔
」 

我
孫
子
市
江
蔵
地
青
年
館
の
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
銘
十
九
夜
塔
は
、

『
女
人
哀
歓
‐
利
根
川
べ
り
の
女
人
信
仰
』
*2

で
「
子
安
観
音
の
原
型
」

と
記
さ
れ
、
榎
本
正
三
氏
は
「
子
安
観
音
の
像
容
の
起
源
と
し
て
、
利
根

川
下
流
域
を
中
心
に
、
如
意
輪
観
音
像
を
刻
む
十
九
夜
塔
が
盛
ん
に
建
て

ら
れ
る
中
で
、
子
を
抱
く
如
意
輪
観
音
の
姿
が
創
り
だ
さ
れ
る
」
と
述
べ
、

『
房
総
の
石
仏
百
選
』
*8

、
平
岩
毅
氏
も
こ
の
塔
が
「
（
千
葉
）
県
内
最

古
」
で
「
（
子
安
）
観
音
の
発
祥
地
を
暗
示
す
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
印
西
町
教
育
委

員
会
発
行
の
『
石
と

の
語
ら
い
』*

18

で
も

「
如
意
輪
観
音
か
ら

の
変
容
」
の
例
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
十
九
夜
塔
を

二
〇
〇
九
年
六
月
、

現
地
で
確
認
す
る
と

子
安
観
音
で
は
な
く
、

未
敷
蓮
華
を
持
つ
思

惟
相
の
如
意
輪
観
音
像
で
あ
っ
た
。
こ
の
如
意
輪
観
音
像
が
子
安
像
塔
と

誤
認
さ
れ
流
布
し
た
元
は
、
『
我
孫
子
市
史
資
料 

金
石
文
篇Ⅰ

石
造
物
』

*

14

に
、
写
真
入
り
で
載
っ
て
い
る
「
如
意
輪
観
音
・
十
九
夜
塔
」
の
「
（
如

意
輪
観
音
浮
彫
）
」
の
下
に
小
さ
な
ポ
イ
ン
ト
で
「
＊
赤
子
を
抱
く
。
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
お

そ
ら
く
調
査
者
が
未
敷
蓮
華
に
つ
い
て
の
疑
問
点
と
し
て
書
い
た
メ
モ
が
、

報
告
書
で
も
追
記
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 六
、
子
安
像
塔
の
像
容
に
つ
い
て
ま
と
め
と
考
察 

(1) 

北
総
の
女
人
講
に
よ
る
子
安
像
塔
は
、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）

か
ら
元
文
六
年
（
一
七
四
一
）
に
酒
々
井
町
・
栄
町
・
小
見
川
町
で
、
そ

れ
ぞ
れ
創
出
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

(2) 

酒
々
井
町
で
二
番
目
に
作
ら
れ
た
元
文
元
年
（
一
七
四
〇
）
柏
木

の
子
安
像
塔
4
は
、
石
祠
の
形
態
と
二
児
を
配
す
る
像
容
の
二
つ
の
特
徴

点
か
ら
、
そ
の
淵
源
を
袖
ヶ
浦
市
元
禄
四
年
銘
の
「
子
安
大
明
神
」
石
祠
*0

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(3) 

(2)
の
酒
々
井
町
柏
木
の
像
の
二
つ
の
特
徴
点
は
、
周
辺
の
子
安
像

塔
に
継
承
さ
れ
、
ま
た
一
部
は
光
背
型
石
仏
と
習
合
し
て
、
栄
町
の
中
期
・

後
期
の
像
容
に
発
展
す
る
。 

(4) 

光
背
型
の
栄
町
の
3
と
小
見
川
町
の
5
は
、
正
面
を
向
く
大
日
如

来
像
に
立
膝
を
し
た
如
意
輪
像
の
特
徴
を
加
味
し
た
仏
像
で
、
ま
た
延
享

二
年
（
一
七
四
五
）
銚
子
市
の
7
は
聖
観
音
像
を
基
に
し
た
子
抱
き
像
で

あ
る
。
こ
の
像
容
は
中
期
の
光
背
型
子
安
像
塔
の
基
本
形
と
な
り
、
後
期

へ
続
く
。 

(5) 

二
臂
如
意
輪
観
音
像
か
ら
の
変
形
像
は
、
(2)
の
二
児
の
い
る
石
祠

型
よ
り
遅
れ
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
の
酒
々
井
町
9
が
最
初
で
あ
る
。

上
体
が
傾
斜
し
た
姿
勢
は
、
そ
の
後
の
子
安
像
塔
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
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が
、
右
手
が
思
惟
相
の
ま
ま
の
子
安
像
塔
は
、
中
期
に
造
ら
れ
た
如
意
輪

観
音
像
月
待
塔
の
夥
し
い
数
に
比
べ
る
と
意
外
に
少
な
い
。 

(6) 
中
期
の
子
安
像
塔
の
分
布
は
、
酒
々
井
町
を
中
心
に
印
旛
村
・
成
田

市
と
佐
倉
市
・
千
葉
市
に
広
が
る
印
旛
沼
東
岸
の
分
布
圏
と
、
小
見
川
町
・

銚
子
市
・
栄
町
を
核
に
し
た
利
根
川
沿
い
の
二
つ
の
分
布
圏
が
あ
る
。 

印
旛
沼
西
岸
及
び
、
利
根
川
沿
い
の
我
孫
子
市
以
西
の
中
期
の
子
安
像

塔
は
極
め
て
少
な
い
。
北
総
の
西
端
は
船
橋
市
で
、
野
田
市
の
墓
標
仏
を

例
外
と
す
る
と
江
戸
川
流
域
は
分
布
圏
外
と
な
る
。
ま
た
十
九
夜
講
の
如

意
輪
観
音
像
の
造
立
が
濃
密
な
地
域
や
、
子
安
神
の
銘
文
の
あ
る
石
祠
が

多
い
地
域
は
、
子
安
像
塔
の
普
及
が
む
し
ろ
遅
い
傾
向
に
あ
る
。 

(7) 

中
期
の
子
安
像
塔
は
、
同
時
代
の
他
の
石
造
物
と
同
様
に
安
山
岩

系
の
硬
質
の
石
材
を
用
い
、
多
造
さ
れ
る
後
期
や
近
代
に
比
べ
て
加
工
技

術
も
優
れ
て
い
て
、
地
域
で
大
切
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
銘
文
は
、
54
は

台
座
、
68
が
側
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
を
除
き
、
す
べ
て
表
面
に
刻
ま
れ

て
い
る
。 

(8) 

子
安
像
塔
が
18
世
紀
中
葉
に
北
総
各
所
で
創
出
さ
れ
た
背
景
と
し

て
、
「
念
仏
・
二
世
安
楽
の
刻
銘
が
十
九
夜
塔
な
ど
に
変
わ
っ
て
い
く
時

期
」
*3

で
あ
る
こ
と
は
榎
本
氏
の
洞
察
の
通
り
で
あ
る
が
、
一
方
、
古
来

の
か
ら
の
ム
ラ
の
「
子
安
神
」
信
仰
も
酒
々
井
町
を
源
と
す
る
子
安
塔
像

創
出
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。 

(9) 

北
総
の
子
安
像
塔
は
、
後
期
の
文
化
文
政
期
に
八
千
代
市
以
西
に

も
普
及
し
、
近
代
に
な
る
と
印
旛
沼
周
辺
の
地
域
で
数
多
く
建
て
ら
れ
る
。 

そ
の
理
由
と
し
て
、
農
家
を
中
心
に
家
産
と
家
系
を
継
承
す
る
た
め
、

跡
継
ぎ
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
必
須
と
さ
れ
て
い
く
社
会
的
な
背
景
が
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。 

 

お
わ
り
に 

私
が
子
安
像
塔
を
調
べ
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
平
成
14
年
11
月
に
八
千

代
市
立
郷
土
博
物
館
で
房
総
石
造
文
化
財
研
究
会
の
沖
本
博
会
長
の
「
房

総
石
仏
百
選
か
ら 

野
の
石
仏
」
と
題
し
た
ご
講
演
で
八
千
代
市
の
子
安

信
仰
石
造
物
に
つ
い
て
拝
聴
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
榎
本
正
三
氏

の
ご
講
演
や
著
書
に
接
し
、
ま
た
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
の
石
造
物
調
査

リ
ス
ト
を
電
子
デ
ー
タ
で
い
た
だ
い
た
こ
と
も
調
査
を
拡
げ
る
手
が
か
り

に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
も
貴
重
な
情
報
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
沖
本
博
・
石
田
年
子
氏
、
千

葉
県
中
央
博
物
館
所
蔵
の
調
査
カ
ー
ド
閲
覧
に
お
力
添
え
頂
い
た
白
井
豊

氏
ほ
か
、
房
総
石
造
文
化
財
研
究
会
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

子
安
像
塔
が
本
格
的
に
北
総
に
普
及
し
て
い
く
江
戸
時
代
後
期
以
降
の

展
開
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
教
授
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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仏
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仏
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右
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仏
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光
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仏
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仰
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仏
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仏
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叢
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ど
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10 
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昭
和
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11 
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和
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史
談
会 

 

昭
和
53 
年 

13 

『
船
橋
市
の
石
造
文
化
財
（
市
史
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和
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年 

14 
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史
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金
石
文
編Ⅰ

石
造
物
』
我
孫
子
市 

 

昭
和
54
年 

15 

『
栄
町
の
地
蔵
・
観
音
』
栄
町
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
第
二
集 

昭
和
63
年 

16 

『
白
井
町
石
造
物
調
査
報
告
②
③
④
』
白
井
町 

 

昭
和
62
～
平
成
1
年 

17 

『
印
西
町
石
造
物
第
一
～
八
集
』
印
西
町 

昭
和
54
～
平
成
3
年 

18 

『
石
と
の
語
ら
い
』
印
西
町
教
育
委
員
会 
平
成
4
年 

19 

『
柏
の
金
石
文
（
１
）
』
柏
市 

平
成
8
年 

20 

『
沼
南
町
史 

金
石
文
（Ⅰ

～Ⅱ

）
』
沼
南
町 

 

平
成
4
年
～
平
成
9
年 

21 

『
下
総
町
石
造
物
目
録
』
下
総
町 

平
成
18
年 

22 

『
八
千
代
市
の
歴
史 

近
代
・
現
代Ⅲ

 

石
造
文
化
財
』
八
千
代
市 

 

平
成
18
年 

23 

『
小
見
川
の
石
造
物
（
西
地
区
編
）
』
小
見
川
史
談
会 

平
成
21
年 

24 

『
四
街
道
市
の
文
化
財 

23
号
』
四
街
道
市 

平
成
9
年 

25 

『
松
戸
市
内
石
造
物
文
化
財
調
査
概
報Ⅱ

～Ⅲ

』
松
戸
市 

 

昭
和
61
～
62
年 

26 

『
富
里
の
石
造
文
化
財
』
冨
里
村 

昭
和
56
年 

27 

『
鎌
ヶ
谷
市
資
料
編Ⅱ

金
石
文
』
鎌
ヶ
谷
市 

昭
和
61
年 

28 

『
鎌
ケ
谷
の
民
間
信
仰
』
鎌
ケ
谷
市
郷
土
資
料
館
調
査
報
告
書
III 

 

平
成
5
年 

29 

『
海
上
町
の
石
造
文
化
財
』
海
上
町 

昭
和
61
年
増
補
版 

30 

『
石
造
物
シ
リ
ー
ズⅢ

」
松
尾
町 

平
成
2
年 

31 

『
芝
山
町
石
造
文
化
財
調
査
報
告
』
芝
山
町 

昭
和
57
年 

32 

『
神
崎
町
史
資
料
集
金
石
文
等
』
神
崎
町
平
成
3
年 

 

33
『
関
宿
町
の
石
物
』 

関
宿
町
文
化
財
調
査
報
告
第
一
集 

昭
和
58
年 

34 

『
民
間
信
仰
を
中
心
と
す
る
野
田
市
金
石
調
査
資
料
集
』
野
田
市 

 

昭
和
42
年 

35 

『
流
山
市
の
石
仏
』
流
山
市
立
博
物
館 

昭
和
62
年 

36 

『
流
山
市
金
石
文
記
録
集
（
上･

下
）
』
流
山
市 

昭
和
48
年 

37 

『
市
川
市
の
石
造
物
』
市
川
市
石
造
文
化
財
調
査
報
告
書 

平
成
21
年 

電
子
デ
ー
タ
（
白
井
豊
・
吉
村
光
敏
・
沖
本
博
・
吉
田
文
夫
・
西
岡
宣
夫
・

木
村
雅
夫
・
佐
野
正
行
・
木
村
穂
高
・
石
田
年
子
各
氏
に
よ
り
調
査
、

入
力
さ
れ
たe

x
ce

l

表
リ
ス
ト
） 

38 

「
成
田
市
・
佐
倉
市
・
四
街
道
市
・
八
街
市
・
習
志
野
市
５
市
デ
ー
タ
」

昭
和
63
年
～
平
成
4
年
調
査 

39 

「
印
旛
村
石
造
物
一
覧
表
（
種
類
別
）
」
平
成
18
年
7
月
30
日
作
成 

40 

「
印
旛
郡
酒
々
井
町
の
石
造
物
調
査
結
果
」
平
成
10
年
3
月
31
日 

41 

「
佐
原
市
石
造
物
目
録
」
平
成
18
年
1
月
24
日
作
成 

42 

「
千
葉
市
の
子
安
・
十
九
夜
塔
一
覧
」
平
成
22
年
6
月
20
日
作
成 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

43 

海
上
町
バ
ー
チ
ャ
ル
資
料
館 

石
造
文
化
財
」
旧
海
上
町 

44 

「
東
庄
町
第
６
回
調
査
記
録
」
「
東
庄
町
第
７
回
調
査
記
録
」 

房
総
石
造
文
化
財
研
究
会 

45 
「
文
化
財
一
覧
（
美
野
里
エ
リ
ア
1
）
」
小
美
玉
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

手
書
き
の
調
査
資
料 

46 

千
葉
県
中
央
博
物
館
所
蔵
「
石
造
文
化
財
調
査
カ
ー
ド
」
銚
子
市
・
神

埼
町
・
栗
源
町
・
佐
原
市
・
蓮
沼
村
・
横
芝
町
・
本
埜
村
・
小
見
川
町 


